
3 4 1 （火）

	 	いじめ等対策推進
いじめの対策やいじめなどによる重大事態の調査を行う委員会を教育委員会に、いじめなどによる重大事態の再調査
などを行う委員会を市長部局に、それぞれ設置します（682万円）。

	 	学校支援地域本部推進 地域ぐるみで子どもを育てる体制を整備するため、学校支援地域本部を２校に設置します（22万円）。

	 	学校問題解決推進 学校だけでは解決が困難な問題に対して、専門家と連携して問題解決に当たる体制を整備します（328万円）。

	 	加曽利貝塚整備 加曽利貝塚博物館本館のリニューアル実施設計を行うほか、特別史跡指定に向け各種キャンペーンを実施します（1,700万円）。

	 	犢橋公民館改築 犢橋公民館と犢橋市民センターを複合施設として建て替えるための基本設計などを行います（1,400万円）。

	 	ファミリー読書ノートの作成 小学１～３年生を対象に、読んだ本の感想などを書き込める「ファミリー読書ノート」を配布します（250万円）。

	 	地区図書館の開館日の拡大 地区図書館６館において、休館日となっている祝日に開館します（749万円）。

	 	学校給食センター整備 休止中のこてはし学校給食センターを、PFI手法で再整備します（1,300万円）。

3 教育の充実

2 子育て支援
保育所待機児童の解消 保育所待機児童の解消を図るため、各種施策を実施します。

	 	認定こども園の整備・移行支援
認定こども園の新設整備のほか、認定こども園への移行を目指す幼稚園・保育園に対し、施設改修費や保育教諭を確
保するための資格取得費用などを助成します（２億1,372万円）。

	 	小規模保育事業開設支援 小規模保育事業の実施に必要な改修費用を助成します（9,000万円）。

	 	認可外保育施設の認可化移行支援 認可外保育施設の認可化を支援するため、改修費用や保育従事者の資格取得費用などを助成します（10億7,854万円）。

	 	私立保育園の整備 私立保育園の整備に助成を行い、受け入れ枠を200人拡充します（２億762万円）。

	 	男性の育児支援
「プレパパママ講座」や「パパスクール」などをNPOとの協働により実施するほか、土・日曜日開催の両親学級の開
催日数を拡大して実施します（456万円）。

	 	男性の育児休業取得促進奨励金 連続10日以上育児休業を取得した市内在住の中小企業従事者および雇用主に奨励金を支給します（125万円）。

	 	こども・若者選挙 高校生が検討した施策提案について、高校生による選挙投票を実施し、市の施策へ反映します（150万円）。

	 	プレーリーダーの派遣 市民団体が開催するプレーパークを支援するため、プレーリーダーを派遣します（91万円）。

	 	求職中世帯保育料軽減助成
求職活動を理由とした認可保育所入所待ち世帯が認可外保育施設を利用した場合に、
認可保育所と認可外保育施設保育料の差額相当分を助成します（559万円）。

	 	私立幼稚園就園奨励費補助 保護者の経済的負担を軽減するため、助成単価を引き上げます（20億8,977万円）。

	 	私立幼稚園長時間預かり保育補助 長時間の預かり保育を行う幼稚園への助成を20園から25園へ拡充します（8,849万円）。

	 	子ども医療費助成 通院医療費の助成対象を、小学３年生から中学３年生までに拡大します（27億9,665万円）。

	 	子どもルーム整備・運営 ５カ所で施設改善などの整備を行い、市内123カ所で運営します（20億7,421万円）。

	 	子育て支援コンシェルジュの全区配置 保育所の入所をはじめとした、子育て支援サービス全般の情報提供などを行う相談員を全区に配置します（1,230万円）。

	 	子育てリラックス館整備 稲毛区内に２カ所目の子育てリラックス館を整備します（312万円）。

	 	病児・病後児保育 就労などで家庭で保育できない病児・病後児の一時預かりを行う施設を１カ所増設します（１億1,036万円）。

	 	一時預かり・特定保育・休日保育 一時預かりを行う施設を５カ所、特定保育を行う施設を１カ所、休日保育を行う施設を１カ所増設します（１億7,009万円）。

１ 市民参加と協働
	 	市民シンクタンク（モデル事業） 中長期的な市政の課題に関心のある市民や団体などにより、調査・研究、政策提言を行うモデル事業を実施します（50万円）。

	 	地域運営委員会設立支援 地域のさまざまな団体が連携・協働し、地域課題解決に向けた取り組みを行う組織の設立や運営を支援します（80万円）。

	 	地域課題解決ソリューション管理運営
ICT（情報通信技術）を活用して、市民からレポートされるまちの不具合を
市民と行政が協働して解決するためのシステムを構築します（3,971万円）。

	 	メディア芸術振興 子ども向け映像体験イベントやワークショップなどを開催します（700万円）。

	 	芸術文化振興事業補助 市内文化団体が実施する文化事業を公募し、助成します（260万円）。

	 	障害者スポーツの推進
障害者スポーツ指導者の養成や車いすバスケットボール大会の支援、車いすスポーツ対応多目的コートの整備を行い
ます（2,144万円）。

 新規施策または一部新規事業を含む施策　  内容を拡充する施策　＊金額は１万円未満四捨五入
問い合わせ　財政課
　☎245‐5075　Ｆ245‐5535

平成26年度予算に盛り込んだ主な事業について、新規・拡充事業を中心に紹介します。

平成26年度予算の主要事業
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国庫支出金
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地方消費税交付金
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地方交付税60億円（1.6%）

その他234億円（6.1%）
扶助費
877億円
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公債費
569億円
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（14.7%）

物件費
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投資的経費320億円
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貸付金313億円（8.3%）
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補助費等281億円（7.5%）

その他96億円（2.6%）
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